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企画展「殿様の愛した禅 黄檗(おうばく)文化とその名宝」の開催について 

令和元年９月１１日 

博   物   館 

 

企画展「殿様の愛した禅 黄檗(おうばく)文化とその名宝」を下記のとおり開催します。 

 

１ 概 要 

黄檗宗は、承応３年（1654）に中国から長崎へ渡来した隠元隆琦（いんげんりゅうき）禅師によっ

て開立された禅宗の一派です。隠元がもたらした黄檗の禅風は当時の宗教界に衝撃を与え、隠元や全

国の黄檗寺院が伝えた「明朝体」「木魚」「煎茶」など明・清の中国文化は、後世の日本文化に大きな

影響を与えました。 

最新の仏教とその文化を伝える黄檗宗は、将軍や大名ら権力者の心を捉え、鳥取藩32万石の初代藩

主池田光仲も黄檗宗に帰依した大名の一人で、以降、歴代藩主は黄檗宗を宗旨としました。鳥取には、

隠元の京都妙心寺への招請運動を展開したひとりである提宗慧全（ていじゅうえぜん）、その弟子で

初期黄檗宗を語るうえでかかせない名僧鉄牛道機、さらに江戸の黄檗寺院の基礎文献『江戸黄檗禅刹

記』を記した池田冠山（かんざん）など、黄檗宗の歴史・文化を語る上で欠かせない人物も多く存在

します。 

本展覧会では、大本山萬福寺が所蔵する黄檗禅林の書画の名品を紹介し、黄檗に帰依した全国の大

名たちについて展示し、さらに、黄檗の大檀越である鳥取藩主池田家とその領国である因幡・伯耆の

黄檗宗の展開について歴史資料をもとに紐解き、これまで触れられることのなかった黄檗と鳥取との

関わりについて明らかにします。 

２ 会 期  令和元年10月５日（土）～11月４日（月・振休） 休館日：10月21日（月） 

        開館時間：午前９時から午後５時まで 

３ 会 場  鳥取県立博物館第１、第２特別展示室 

４ 入館料  一般700円（前売・団体・70歳以上・大学生500円） 

※次の方は無料。高校生以下の方、学校教育活動での引率者、障がいのある方・難病

患者の方・要介護者等及びその介護者 

５ 主 催 「黄檗」実行委員会（鳥取県立博物館、山陰中央テレビジョン放送株式会社） 

６ 展示構成 

 プロローグ 黄檗って何？ 

１章 隠元禅師の来日と黄檗禅林の美 

     ①黄檗派の伝来 ②隠元禅師ゆかりの名宝と黄檗禅林の書画 ③黄檗文化とその影響 

２章 黄檗に魅せられた全国の殿様たち 

３章 黄檗の雄 鳥取藩主池田家と興禅寺 

①初代藩主池田光仲と提宗慧全  ②鳥取・江戸二つの菩提寺（興禅寺と弘福寺） 

③興禅寺ゆかりの藩主肖像と仏像全部見せます 

４章 因幡・伯耆の黄檗寺院 

①藩主池田家の葬送と池田家墓所 ②鳥取藩筆頭家老荒尾家と了春寺  

③因伯の黄檗寺院今昔 

７ 関連事業 

  10/5 開会式（黄檗青年僧の会による梵唄、県立八頭高等学校書道部による書道パフォーマンス等） 

10/5 特別講演会（錦織亮介氏「黄檗宗と明清文化の流行」）  

10/13 古地図ぶらり（栗谷編） 

10/20 黄檗リレートーク（米谷均氏、山下真由美氏、担当学芸員ほか）  

10/27 煎茶を楽しむ会  

10/6,10/12,10/20,11/4  ギャラリートーク 






